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【要旨】
１９９８年に特定非営利活動促進法が成立して以来、特定非営利活動法人(NPO法

人）における学習が活発化されている。本研究は女性が主体となるNPO法人の中
でも、収益金を寄付などに限らず、女性達が事業を起こし、その収益によって活動
や事業拡大をしている、NPO法人「WE２１ジャパン」に注目した。女性の学習機
会を提供する一つの機関としてNPO法人を捉え、WE２１ジャパンの学習形態が、
事業発展やエンパワーメントの促進にどのような影響をもたらすかを検討した。調
査、分析の結果としてノンフオーマル教育とインフォーマル教育の影響による、学
習形態の仮説モデルの構築を試みた。

Ｉ研究の目的

１９９８年に特定非営利活動促進法（以下NPO法）が成立して以来、社会教育施設のみ
ならず、草の根の団体である、特定非営利活動法人(以下NPO法人)での学習が活発化し
てきている。現に２００２年４月５日現在でのNPO法人の数は6655にも及ぶ状況である
（内閣府調べ)。
NPO法の第２条に掲げられている12の活動の中に、「男女共同参画社会の形成の促進
を図る活動」がある。実際、地域の中で女性が活動する団体は着実に増加の傾向を辿って
いる。これは１９９９年に成立した、男女共同参画社会基本法が、その追い風となっている
とも考えられよう。しかしNPO法が成立し、従来の任意団体がNPO法人として活動し
始めたばかりである現在では、まだ女性が事業を起こし活動を行なっているNPO法人が
多いとは言えがたい。その理由の一つは、女性達の経済的自立が強調される昨今ではあり
ながらも、現存する男性社会の中で、女性が寄付金に頼らず起業し、NPO法人として運
営していくことは、たやすいことではないからと考えられる。
本研究は、そのような社会状況においても女性達が事業を行ない、その収益によって活
動し事業拡大するNPO法人（以後本論では「事業型NPO法人」と呼ぶ）に着目した。
寄付金にたよらず、経済的に自立するNPO法人の継続と発展のためには、学習の継続が
不可欠であると考える。
以上の背景を踏まえ、本論では学習機会を生み出す一つの機関としてNPO法人をとら
え、NPO法人における学習形態が事業発展とエンパワーメントにどのような影響を及ぼ
すかを分析することにより、女性が運営する事業型NPO法人の社会的意義を明らかにす
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ることを目的とする。なお、本論でのエンパワーメントとは、よりよい社会を築くために、
変革の主体となる力をつけることとする(')。

Ⅱ研究の枠組み

事業型NPO法人の学習機会は、NPO法人が企画するノンフォーマル教育の他に、事
業運営の際に起こりうるインフォーマル教育があげられる。渋谷英章はノンフォーマル教
育とインフォーマル教育を次のように定義している。「ノンフォーマル教育は学校教育(フ
ォーマルエデュケーション）の枠組みの外で、特定の集団に対して一定の様式の学習を用
意する、組織化され、体系化された教育活動である」(2)。「インフォーマル教育はあらゆ
る人々が、日常的経験や環境との触れ合いから、知識、技術、態度、識見を獲得し蓄積す
る、生涯にわたる過程。組織的、体系的教育ではなく、習俗的、無意図的な教育機能であ
る」(3)。なおインシデンタルな学習について三宅隆史は次のように述べる。「学習プログ
ラムは存在しないので、教育・学習活動としての構造化、意図性のレベルは低いのである
が、特定の問題・課題解決のための行動・活動の志向性は高い」(4)。
このような考え方を受けて本研究では、NPO法人の学習機会である、ノンフォーマル

教育とインフォーマル教育に着目し、事業型NPO法人における学習形態が、女性のエン
パワーメントと事業発展に与える影響を分析する。

Ⅲ研究の方法

事業（リサイクルショップ）を起こして、アジアの女性の自立を支援しているNPO法
人WE21ジャパン（以下WE)は、その傘下に多くのリサイクルショップ(WEショッ
プ）を抱えている。本研究では、WEショップのスタッフにインタビュー調査を行った。
WEとは「Women'sEmpowerment」を意味する。
１．調査対象:WEのリサイクルシヨップ５店（厚木店、いずみ店、あおば店、いそご

店、たかつ店）のスタッフである、マネージャー・運営委員等１６名。
２．対象者：対象者の属性は全員が専業主婦であり、その内１名がパートタイマーと

しての仕事を持っている。対象者の年齢は次のとおりである。
厚木店 - A ( 4 0代 ) B ( 5 0代）
いずみ店-C(30代)、D(50代）
いそご店-E(50代)、F(40代)、G(50代)、H(50代)、I(50代)、J(40代)、K(40

代）
あおば店-L(40代)、M(40代)、N(50代）
たかつ店-O(40代)、P(40代）

３．調査期間：２００１年７月～2002年４月
４．調査方法：インタビュー調査（各店１回２時間)、資料収集、WE講座参与観察

WWE２１ジャパンの橿要
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１．設立主旨と目的
WEの設立は、1996年９月、女性・市民が主体の政治団体である神奈川ネットワーク
運動が欧州にアンペイドワーク研修ツアーを主催した際、英国のNGO「オックスファム」
と交流し、オックスファムの行っている国際的支援事業から刺激を受けたことがきっかけ
となっている。
1998年５月に神奈川県の厚木市に､国際援助活動を目的としたリサイクルショップ(WE
ショップ）を開店するのを始めとし、２００２年４月には４２店舗のWEショップが開店し
た。そしてWEショップの一つ一つがNPO法人の認証を受けて活動している。WEショ
ップ８店舗の開店を機に、活動をより発展させ、よりよく地球市民が支えあい。助けあう
ことのできるNPO法人のシステムとして、1999年にWEシヨップを統括するNPO法
人「WE21ジャパン」を設立した。WEは設立にあたっては、政治団体の支援を受けて
はいるが、現在は神奈川ネットワーク運動とは独立するNPO法人である。なお、特定非
営利活動促進法第２条の二によれば、NPO法人の条件の一つに、「政治上の主義を推進
し、支持し、又はこれに反対することを主たる目的とするものでないこと」とある。WE
の場合、設立時には神奈川ネットワーク運動という政治団体の支援を受けたものの、現在
はこの運動とは独立して活動を展開しており、法律の規定するNPO法人の条件に合致し
ている。
WEの事業は、①資源のリユース・リサイクルを推進する、②アジアなどにおける市民、
とりわけ女性の生活の向上と自立のための活動を支援する、③神奈川県の市民の国際的な
意識の自覚を促進する、④この法人の事業の広告普及を図る、⑤その他目的達成に必要な
事業行うことである。WEの事業は日本の女性達が、NPO法人事業における経済的自立
を達成しながら、その結果としてアジアなどの女性達の自立を支援する、という循環をお
こなっている。
なおWEのスタッフは専業主婦を中心に構成されている。

２．WEショップの運営
WEショップは前述のように、1998年に神奈川県厚木市に第１店舗を開店し、事業を

始めている。２００２年４月現在では４２店舗に拡大した。わずか３年間で４２店舗に拡大
したことは、事業型NPO法人のなかでも画期的な存在ではなかろうか。WEショップは
どの店舗も立案から開店まで約１ヶ月という短期間で立ち上げている。WEショップの
運営は２人のマネージャーとボランティアのメンバーで成り立っている。ボランティア
数は、各ショップにより相違がある。

3.WE21ジャパンにおける学習機会と内容
WEの学習機会は、本部が企画するWE講座、スタデイツアー、マネージャー会議、

各ショップが企画するローカルWE講座、と各ショップの事業運営である。
(1)本部WE講座は、イギリスのオックスファムなどの、海外のNGOにおける活動や
支援方法の学習、開店準備の学習、各地のWEショップの実践報告。主にマネージ
ャーが対象である。

(2)ローカルWE講座は、スタデイツアーの報告、アジアの国々の料理教室などである。
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マネージャー、ボランティア、利用者などを対象に行なわれる。
(3)スタデイツアーは、現在までにフィリピン、カンボジア、タイの３ケ国で行われた。
アジアの国のNGOとの交流や支援金の活用状況、民泊による村人との交流などに
よる、異文化理解の学習である。

(4)マネージャー会議における学習は、各ショップのマネージャーによる会議。ショッ
プ運営のための不安点や改善策を討議し、ショップ運営の向上を図る学習である。

(5)ショップ運営における学習とは、マネージャーがボランティアや利用者との関係か
ら様々なことを学ぶことを意味する。

Ｖ分析結果

WEにおける学習は、ノンフォーマル教育とインフォーマル教育での学習に分類すこ
とができる。インタビューをとおして、WEでの学習形態が事業発展とエンパワーメント
にどのように影響するかを分析した。ノンフォーマル教育での学習は、WE講座（本部、
ローカル、マネージャー会議）とスタディツアーである。インフォーマル教育での学習は、
ショップ運営をとおした学習である。以下はノンフォーマル教育での学習と、インフォー
マル教育での学習の関係、それらの学習と事業発展、そしてエンパワーメントの影響を分
析したものである。
以下のインタビュー結果は前出の２６名へのインタビューの中から抜粋したものである。
()内はインタビュー対象者を表す記号である。【】内の矢印は関係の方向を現わしている。

１．ノンフォーマル教育における学習
（１）本部WE講座
本部WE講座では以下のような学習がなされている。
・講座での学習を繰り返すことだよって、自分電が何をするかを学べば１１↓らとにか
ぐ識墜での学習をやめないで続けることだと,思った。（24ノ
・支援先を洗めるのにも、全ての鰯の話が聞けるので、勉強になりま沈旋外に支
援金を送るのだけではなぐ、地域の申にある、ノ嬢匁の団敵の支援をすることも支援
の一つだというごど刀Xわかったことは、大きな奴瀞だった。（聾ｿ

WE講座での学習を繰り返すという、継続学習が支援に対する理解を増すと認識し、支
援の意味を深めるのであるという学習をしている。支援先も海外だけではなく、国内にも
目を向けはじめることにより、事業を拡大している。ノンフォーマル教育での学習が、事
業発展に役立って来ているといえよう。【ノンフォーマル教育での学習-し事業発展】

・講墜やスタデヶツアーを受けていて、／砿か綴夕返していくクちに分かってきたの
"j>本当のところで沈ただお金を芽存するとか、錫物をさしあげること"ﾐ支援では
なぐ、女性達が、自分の力で自分蕾の生活を炉っていぐ、そういク支援の仕方万jあ
るんだ*と。それをすることは自分も芭立していぐこと虐といクこと"Xわかって
ぐるわけで式そクいクことを一つ一つ瀞み重ねて全炊菰見えでき麦した。(Ｆソ

ここでもWE講座を何度も受講することによって、学習者たちは、学習を蓄積し、高
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めているといえる｡「女性達が自分自身、自立しなければならない」ということを理解す
る学習は、彼女たちのエンパワーメントを大きく促進するものである。田中雅文はコア・
メンバーのエンパワーメント効果は、行政・企業・市民を対時させたとき、市民セクター
の人的・組織的な基盤の強化を促すと述べている(5)｡WEのコア・メンバーであるマネ
ージャーが、講座やスタデイツアーをとおしてエンパワーされることは、ひいては事業発
展に大きな影響力を持つといえよう。【エンパワーメントーーヶ事業発展】
(2)ローカルWE講座
ローカルWE講座は各ショップが、ボランティアや利用者のために開講しており、地

域住民の意識を高める役割を果たしている。

・ショップの利豚考に（リリ⑫ショップの現茨をノ厳かれてる、ツアーに参加した方の
話を〃いているので、寄行が段立ってい凌すと自信を待って（河豚青にノ説野でき
葵沈(Oノ

ツアーには参加してはいないが、ローカルWE講座でツアー参加者の報告を聞くことに
よって、本部WE講座での学習内容を再確認したり、その後ショップ運営でのインフォ
ーマル教育（利用者との関わりなどで学ぶ機会）での学習により、自信を得たという気づ
きがみられ、エンパワーされている。つまりノンフォーマル教育での学習がインフォーマ
ル教育での学習に影響を及ぼし、Ｏさんはエンパワーされているといえよう。そして利
用者に自信をもって説明できることは、学習が事業にも役立っているといえる。【ノンフ
ォーマル教育での学習一ヶインフォーマル教育での学習一今エンパワーメントーヶ事
業発展】
（３）スタディツアー
支援国の理解と交流、実践学習のために企画されているものである。このツアーの参加

者から以下のようなコメントが提示されている。

・フィグと3ﾝに行っ五〃て罰現地の人と一緒に生活し冠帰国してから外国人にガし、
自然に話ｾｰるようになった。同じ立場になったような感じがする。rCノ
・最初ばアジアの女性か困っている、ということを利豚青に説鯨ばしでいる〃れぶ
自分の申でどクいクごとなのか理解できなかった。スタデグツアーに参加して理擁
できた。ショップを始めた頃とは天と地ほど変わったと,思う。αの

このように参加したことで、帰国後外国人に対する違和感がなくなり、同じ立場になっ
た（平等意識が芽生えた）という学習をしたり、WE講座で学習した内容を、スタデイツ
アーに参加し現実を見ることにより、WEの目的の理解が深まったという。これはスタデ
ィツアーがエンパワーメント効果をもたらしているといえよう。【ノンフォーマル教育
での学習→エンパワーメント】
（４）マネージャー会譲（以下Ｍ会議）
Ｍ会議は同じ様な悩みや不安を抱えるマネージャー達が、現実の運営について問題点
について学習したり、解決策を提案しあう会議である。ゆえにＭ会議はノンフォーマル教
育での学習機会といえる。
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・マネージャーをクーカース瓶織にすることも、なぜそうするのかわからなぐで、
〃会議で/暇冒もクーカース瓶織にする,意味を学習して、やっと鮒得し麦した。〃
会議で学びショップで実践するんで戎(Zノ
・活動と売り上げ瀞告をし麦沈各ショップの偉議交摸の場でもあ夕美式ボラン
ティアとのコミュニケーションの方法も話しあい凌沈(Oノ

Ｍ会議でマネージャーをワーカーズ組織にすることを学び、それがひいてはショップ
運営をしながら、マネージャーをワーカーズ組織化した理由と、その価値を認識するとい
う学習につながる。Ｍ会議はさらに、運営や活動をとおして学んだことを情報交換する
学習の場となっており、それをボランティアとのコミュニケーションという、ショップ運
営活動（インフォーマル教育での学習）における質を高めているとみることができる。【ノ
ンフォーマル教育での学習一抄インフォーマル教育での学習】

２．インフォーマル教育における学習
（１）ショップ運営における学習
WEショップの運営に関して明らかになったことは、マネージャーがショップ運営やボ
ランティア、利用者との関係の中で様々な工夫や新しい試みに挑戦し、そこから多くのこ
とを学んでいるということである。

・マ宗一ジャーだけではなぐ、ボランティアも学習汐秘婆だと,思いマニュク弓ルを依っ
た。-文章など月に見えるもので表現したぼク瓜ボランティアは働きやすいと考え
た。活動日誌もつぐつた。この運動を展開させるにはどうす才Zば良いのか、といク
硯点で全部百分蕾で考えた。ショップ運営は、自分蘆が日々､学習会を開いている
ような感じだった。アクシデンＭご漕つた鮭には、それに刃感.するためには、こク
いクマニュズルが必要だと考え循戌した。厚>大活のマニュヌルをもとに全鉱のマニ
ュアルもつぐった。（24ノ

Ａさんは、無の状態で第１号店を開店し、その体験からショップ運営のために必要に
せまられてマニュアルを作成した。さらにマニュアル完成後は、そのマニュアルを基に他
のWEショップ開店時のために、WE講座を開き、それを使用して多くの人の学習を支
援している。こうして、ショップ運営での活動（インフォーマル教育での活動）から学ん
で試みたことが、その後ショップを開店するスタッフのためのWE講座での学習（ノン
フォーマル教育での学習）に役立っているのである。【インフォーマル教育での学斗レ
ノンフォーマル教育での学習】

・最初は値段･宮吊物を受ける基塾浅レイアウトの事御を出し合って話した夕、〃サイ
クルショップqへ行って研秀もした。利府香皇に教えてるらクこともある．（〃ノ

これはインフォーマル教育が、事業発展に結びついている例である。【インフォーマル
教育での学習一十事業発展】

･苫が話し合クことで、意見の鋤な違いや沃況を、お互いに聯する湯でもあり美
沈局瞳っている凱分も人から措彌されて初めてそクかと考えることもある。(Bノ
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・人漱人だから学ぶことだらけで式実践から学ぶ場がﾘﾘ栂ショップ9かなという気
がする。（24ノ
・ここで力をつけて自信を芽って、他の従事につぐボランティアもいる。ステップ9ア
ップの場所化なっているんで沈全ぐ働いたごとがなかった人達がボランティアを
して、外他の職場ノで働ぐきっかけとなった夕してぃ葵沈(Hノ

他者からの指摘による学習や、WEショップでの経験を基に､力や自信をつけて他の仕
事を得ることは、学習者がエンパワーしていると考えられる。インフォーマル教育での学
習がエンパワーメントにつながっているといえよう。【インフォーマル教育での学習一ケ
エンパワーメント】

・貰い物に来る入城かりでなぐ、おしゃくクに来る人もいて、地域の憩いの場にまっ
ていること"iわかり美した。ｲロノ
・親の介諺をしている人成息凌きに乗でぐれたりし凌沈(Hノ

ボランテイアや利用者と関わることにより、WEショップが地域住民の憩いの場になっ
ている。実際に憩いの場としての利用者は、子どもから高齢者まで幅広いという。地域の
憩いの場になるということは、利用者が増加し、事業の拡大にもつながることである。
【インフォーマル教育での学習→事業発展】

・ショッフッj地域の居場所であ夕、樟報の拠点となるよクにｂ最蒋的には地域のマネ
ジメン人をしなげればならないんです"れａショップに毎日入るだけかを事でな
いとマポージャ-だﾘﾅの学譜でいわれ葵した。(Zノ

上記のインタビューで語られているように、WEショップでの事業発展のプロセスは、
Ｍ会議での学習のテーマとなり、他のマネージャーへの教育となり還元されているとい
ってよい。【事業発展十ノンフォーマル教育での学習】

Ⅵ結箇と今後の課題

インタビュー結果から分析してきたことをまとめると、WEにおける学習形態は次のよ
うになる。まず、インフォーマル教育での学習とノンフォーマル教育での学習は相互に影
響を及ぼしあっている。そしてこれらの教育が、メンバーのエンパワーメントと事業発展
の促進に、影響を及ぼしていると考えられる。事業発展は、メンバーのエンパワーメント
をとおしてこそ、大きく促進されることも確認された。さらに、事業発展の結果が教育の
内容を豊かにするという、フィードバック効果も存在することが認められた。
以上のことを、WEにおけるの学習形態の仮説モデルとして表現したのが図１である。
ただし、今回はWE21ジャパンという一団体の調査にもとづいて分析したにとどまって
いる。図１で示した仮説モデルが、NPO法人における学習・エンパワーメント・事業発
展の関係をどの程度まで一般化できるかについては、今後さらなる事例分析を積み重ねる
ことによって確認していかねばならない。
WEのスタッフは専業主婦、特に子育て後の40代、50代を中心に構成されている。

時間的に自由があり、社会的にトレーニングの場が少ない専業主婦にとっては、図１に示

、
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したように、WEは貴重なエンパワーメン卜の学習の場となっているのである。事業型
NPO法人WE２１ジャパンは、専業主婦が起業をとおして社会的に自立する場として、大
きな役割を果たしているといえるのである。

NPO法人における学習形態の仮説モデル図１

利用者:提供者･地域住民
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(2)渋谷英章「ノンフオーマルエデュケーション｣（『生涯学習事典』日本生涯教育学会、
1990)p.４５
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1990)p.４６
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